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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２層以上の発泡ウレタンの層構造を含む化粧料組成物担体であって、
　２層以上の発泡ウレタンの層は、化粧料組成物を充填しており、
　前記化粧料組成物は、前記化粧料組成物担体からパフへと排出され、
　前記２層以上の発泡ウレタンは、すべてポリエーテル系発泡ウレタンを含み、
　２層以上の発泡ウレタンの層は、
　(i) １インチあたりのポア数が互いに異なるか、
　(ii) 層厚が互いに異なるか、または
　(iii) 発泡ウレタンの類型が互いに異なり、かつ、１インチあたりのポア数、ポアサイ
ズおよび層厚のうち一つ以上が互いに異なる、
化粧料組成物担体；
　ここで、前記発泡ウレタンの類型とは、乾式発泡ウレタンおよび湿式発泡ウレタンを意
味する。
【請求項２】
　前記発泡ウレタンは、網状構造である、請求項１に記載の化粧料組成物担体。
【請求項３】
　前記発泡ウレタンの１インチあたりのポア数は、５５ｐｐｉ～１３０ｐｐｉ（ｐｏｒｅ
　ｐｅｒ　ｉｎｃｈ／２１．７～５１．２個／ｃｍ）である、請求項１に記載の化粧料組
成物担体。
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【請求項４】
　前記発泡ウレタンのポアサイズは、５００～９００μｍである、請求項１に記載の化粧
料組成物担体。
【請求項５】
　前記発泡ウレタンの層厚は、０．０５ｍｍ～３０ｍｍである、請求項１に記載の化粧料
組成物担体。
【請求項６】
　前記発泡ウレタンの層のうち一つは、圧縮ポリエーテル系発泡ウレタンである、請求項
１に記載の化粧料組成物担体。
【請求項７】
　前記圧縮ポリエーテル系発泡ウレタンは、熱プレス圧縮ポリエーテル系発泡ウレタンで
ある、請求項６に記載の化粧料組成物担体。
【請求項８】
　前記化粧料組成物担体は、不織布層をさらに含む、請求項１に記載の化粧料組成物担体
。
【請求項９】
　前記不織布は、レーヨン、ポリエステル、ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート
、ポリ乳酸、シルク、竹繊維および綿のうち一つ以上を含有する、請求項８に記載の化粧
料組成物担体。
【請求項１０】
　前記化粧料組成物担体は、最上層と最下層の周縁部が、超音波、熱、バインダー（ｂｉ
ｎｄｅｒ）または接着剤によって縫合されている、請求項１に記載の化粧料組成物担体。
【請求項１１】
　前記化粧料組成物は、液相組成物を含む、請求項１に記載の化粧料組成物担体。
【請求項１２】
　前記化粧料組成物は、油中水（Ｗ／Ｏ）型または水中油（Ｏ／Ｗ）型組成物を含む、請
求項１に記載の化粧料組成物担体。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の化粧料組成物担体を含む化粧品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発泡ウレタンの層構造を含む化粧料組成物担体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液相の化粧料組成物は、主に真空容器、ポンプ容器またはガラス容器等に充填さ
れて流通および保管されている。しかし、前記各容器は、携帯に便利であるとはいえない
であろう。最近になって、外出時にも簡便に化粧をしたり、化粧直しをしたりする必要性
が増加するにつれ、携帯に便利な液相化粧料組成物に対する要求がある。
【０００３】
　液相化粧料組成物を手軽に携帯することができる容器としては、パクトタイプの容器を
考えることができる。パクトタイプの容器に液相化粧料組成物を入れるためには、液相化
粧料組成物の担体がパクトタイプの容器に使用可能かどうか、その担体に化粧料組成物が
十分に充填され得るかどうか、担体が化粧料組成物を長期間均質に担持できるかどうか、
および、担体から化粧料組成物を取り出したいときに適当量が排出されるかどうか、等を
考慮しなければならないであろう。こうした点を考慮した、パクトタイプの容器に使用さ
れ得る適合した化粧料組成物担体の開発が必要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開平８－１６４０１９号公報
【特許文献２】米国特許第６００６７６１号明細書
【特許文献３】特開２００３－２３１１９７号公報
【特許文献４】韓国特許第１０－０７１１１８２号公報
【特許文献５】特表２００３－５０３３３４号公報
【特許文献６】韓国特許公開第１０‐２００９‐０１００６４３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、化粧料組成物が十分に充填され、化粧料組成物を長期間均質に担持すること
ができ、化粧料組成物を取り出すときに適当量の化粧料組成物が排出されると同時に、化
粧料組成物を担持した後にも優れた耐久性を維持する化粧料組成物担体を提供しようとす
るものである。
【０００６】
　また、本発明は、前記のように優れた化粧料組成物担体を含む化粧品を提供しようとす
るものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一側面は、発泡ウレタンの層構造を含む化粧料組成物担体を提供する。
【０００８】
　本発明の他の一側面は、化粧料組成物を含有した前記化粧料組成物担体を含む化粧品を
提供する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の一側面による化粧料組成物担体は、化粧料組成物が十分に充填され、化粧料組
成物を長期間均質に担持することができ、化粧料組成物を取り出すときに適当量の化粧料
組成物が排出され、化粧料組成物を担持した後にも優れた耐久性を維持することができる
。したがって、本発明の一側面による化粧料組成物担体を利用すれば、液相化粧料組成物
も簡便に携帯することができるので、外出時の化粧にも便利である。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】従来の化粧料組成物担体と本発明の一側面による化粧料組成物担体の、化粧料組
成物の排出程度を比較したグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の一側面は、発泡ウレタンの層構造を含む化粧料組成物担体を提供する。以前に
も、発泡ウレタンからなる化粧料組成物担体自体は知られているが、本願発明のように層
構造の化粧料組成物担体は開示されたことがない。従前の発泡ウレタンを含む化粧料組成
物担体は、それに含有されている化粧料組成物を約５０％以上取り出すと、化粧料組成物
の排出程度が急激に低下するという短所がある。これに対し、本発明の一側面による化粧
料組成物担体は、発泡ウレタンの層構造を含むことにより、最初から５０％以上使用する
時までの間も、従前の化粧料組成物担体よりも化粧料組成物の排出程度を均一に調節する
ことができる。
【００１２】
　本明細書において、「担体」とは、組成物を例として挙げることのできる任意の物質ま
たは成分を担持することができることを意味し、「担持体」、「媒介体」または「運搬体
」とも表現され得る。本明細書において、「担持能」とは、任意の物質または成分を担持
して保持することのできる能力を意味する。
【００１３】
　本明細書において、「発泡ウレタン」とは、ポリウレタンを発泡させた後に固化させた
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ものであって、「ウレタンフォーム」とも表現され得る。本発明の一側面において、発泡
ウレタンは、ポリエーテル系発泡ウレタンを含む。ポリエーテル系発泡ウレタンは、ポリ
エステル系発泡ウレタンに比べてポアサイズが大きく、空気透過性が高く、ふかふかさ、
柔らかさ、柔軟性、弾力性に優れる。
【００１４】
　本発明の一側面において、発泡ウレタンは、微細ポアを有する網状構造であってよい。
網状構造の場合、網状構造でない場合に比べ、化粧料組成物を均質に担持させることがで
き、その担持効率も高い。
【００１５】
　本発明の一側面による化粧料組成物担体は、多層、具体的に２～２０、より具体的に２
～１０、さらに具体的に２～５の層を含む層構造を含んでよい。
【００１６】
　本発明の一側面において、化粧料組成物担体の層構造は、発泡ウレタン層を少なくとも
一つ以上含み、前記発泡ウレタン層は、発泡ウレタンの類型、発泡ウレタンの１インチあ
たりのポア数、ポアサイズおよび層厚のうち一つ以上が互いに異なってよい。
【００１７】
　本発明において、発泡ウレタンは、ポリエーテル系発泡ウレタンを含み、このポリエー
テル系発泡ウレタンは、ポリエーテル系乾式発泡ウレタンとポリエーテル系湿式発泡ウレ
タンを含む。本発明において、発泡ウレタンの類型は、前記ポリエーテル系乾式発泡ウレ
タンとポリエーテル系湿式発泡ウレタンを含むものである。一般的に、湿式発泡ウレタン
は、乾式発泡ウレタンよりもポアサイズが小さい。
【００１８】
　本明細書において、発泡ウレタンの「ポア」とは、網状構造を有する発泡ウレタン組織
のポアを意味してよい。
【００１９】
　本発明の一側面において、「ポア数」とは、発泡ウレタンの１インチあたりのポアの数
をいうものであって、１インチあたりのポアの数は、５５ｐｐｉ～１３０ｐｐｉ、具体的
に７０ｐｐｉ～１２０ｐｐｉ、より具体的に８０ｐｐｉ～１１０ｐｐｉであってよい。前
記においてｐｐｉ（ｐｏｒｅ　ｐｅｒ　ｉｎｃｈ）とは、１インチあたりのポアの数を意
味する。本発明の他の一側面において、発泡ウレタンは、それぞれ異なるポア数、すなわ
ち、１インチあたりのポアの数を有し、そのうちポア数の多い発泡ウレタンの１インチあ
たりのポアの数は１００ｐｐｉ～１３０ｐｐｉ、ポア数の少ない発泡ウレタンの１インチ
あたりのポアの数は５５ｐｐｉ～９５ｐｐｉであってよい。湿式発泡ウレタンおよび乾式
発泡ウレタンともに、前記範囲のポア数に該当してよい。
【００２０】
　本明細書において、ポア数は、ＷＩ‐ＱＡ‐１４（ＡＳＴＭ基準）を利用して、縦、横
１インチ線上にあるポアの数を正確に測定して平均を出した数値であってよい。
【００２１】
　発泡ウレタンの１インチあたりのポアの数が１３０ｐｐｉを超過すると、弾性力が低い
ため、化粧料組成物の流動性、化粧料組成物の吸収または排出を制御することが困難であ
り、発泡ウレタンの１インチあたりのポアの数が５５ｐｐｉ未満であると、化粧料組成物
担持後に化粧料組成物の担持力が低下し得る。
【００２２】
　本明細書において、「ポアサイズ」とは、発泡ウレタンのポアの平均直径をいうもので
あって、ポアサイズは、５００～９００μｍ、具体的に６００～８００μｍであってよい
。ポアサイズが５００μｍ未満である場合には担持力と排出力が低下し、９００μｍ超で
ある場合には弾性力が低くなるため、化粧料組成物の流動性、化粧料組成物の吸収または
排出を制御することが困難となり得る。
【００２３】
　本明細書において、「層厚」とは、発泡ウレタン層それぞれの層の高さをいうものであ
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って、本発明の一側面による化粧料組成物担体の各層の厚みは、０．０５ｍｍ～３０ｍｍ
、具体的に０．１ｍｍ～１０ｍｍ、より具体的に０．５ｍｍ～２．０ｍｍ未満であってよ
い。本発明の他の一側面において、発泡ウレタン層は、互いに異なる層厚を有し、そのう
ち厚みの薄い発泡ウレタン層の厚みは０．０５ｍｍ～０．１５ｍｍ、厚みの厚い発泡ウレ
タン層の厚みは０．５ｍｍ超過～３ｍｍであってよい。発泡ウレタン層が前記範囲の層厚
を有する場合、本発明の意図した効果を発現するのに適切であるだけでなく、担体の安定
性および安全性をいずれも満足することができ、費用対効果の面においても前記範囲であ
ることが適切となり得る。具体的に、層厚が厚ければ化粧料組成物の排出が十分に行われ
ず、薄過ぎれば化粧料組成物を均質に排出することができない。
【００２４】
　本発明の他の一側面による化粧料組成物担体において、上層の厚みが厚すぎると、下層
の存在による影響が減少して層構造を含むことによる本願発明の効果が低下し得、上層が
担体の排出能においてより影響を及ぼすものと考えられるため、上層の厚みを調節するこ
とが重要であり得る。本発明の他の一側面において、化粧料組成物担体の上層は、０．５
ｍｍ～２．５ｍｍ、具体的に１ｍｍ～２ｍｍ未満の厚みを有してよい。
【００２５】
　このように、本発明の一側面による化粧料組成物担体は、互いに異なる性質を有する発
泡ウレタン層を含むことにより、化粧料組成物を十分に充填する充填能に優れ、化粧料組
成物を長期間均質に担持する担持能に優れ、化粧料組成物を取り出すときに適当量の化粧
料組成物が排出される排出能が高く、化粧料組成物を担持した後にも優れた耐久性を維持
することができる。
【００２６】
　本発明の一側面において、発泡ウレタンの密度は、０．０５～０．２ｇ／ｃｍ３（３．
１２～１２．４８ｌｂ／ｆｔ３）、具体的に０．１～０．１８ｇ／ｃｍ３であってよい。
発泡ウレタンの密度が０．０５ｇ／ｃｍ３未満である場合、化粧料組成物があまりにも多
く排出されるため使用に不便であり、また、密度が０．２ｇ／ｃｍ３を超過すると、化粧
料組成物の充填と排出が十分に行われない場合があり得る。
【００２７】
　本明細書において、密度は、ＡＳＴＭ　Ｄ３５７４の方法で測定した数値であってよい
。
【００２８】
　本発明の一側面において、化粧料組成物担体が多層であるときに、多層化粧料組成物担
体のアスカー（ＡＳＫＥＲ、製造元）デュロメータ硬さ（ＤＵＲＯＭＥＴＥＲ　ＨＡＲＤ
ＮＥＳＳ）測定器（Ｆ型（Ｔｙｐｅ　Ｆ））で測定したときの硬さ、すなわち、アスカー
硬度が５５～１００、具体的に８０～１００であってよい。たとえば、５５、６０、６５
、７０、７５、８０、８５、９０、９５、１００の中から選択される値であってよい。前
記多層化粧料組成物は、好ましくは二重層であってよい。多層化粧料組成物担体の硬度が
５５未満であると、充填力が低下し、排出力が適正量以上の過量が排出される。多層化粧
料組成物担体の硬度が１００超であると、充填力が低下し、排出力が適正量以下となって
化粧効果が低下し得る。
【００２９】
　本発明の一側面において、化粧料組成物担体は、発泡ウレタンの層を二つ以上含み、前
記発泡ウレタンの層のうち一つは、ポリエーテル系発泡ウレタンを熱プレス工程により圧
縮したものであってよい。具体的に、ポリエーテル系発泡ウレタンを発泡した後にスライ
スして、２～８ｍｍ、好ましくは４～６ｍｍ、最も好ましくは５ｍｍ厚のスポンジを２～
３倍、好ましくは２．５倍で熱プレス圧縮したものであってよい。好ましくは、発泡ウレ
タンの層を２つ含む二重層構造であって、二重層のうち上層がポリエーテル系発泡ウレタ
ンを圧縮したものであってよい。このとき、圧縮は、特に限定されるものではないが、熱
プレスによるものであってよい。発泡ウレタンが圧縮されると、同一の気孔数を維持し、
吸収力と担持能力が向上し、微細に排出されるため排出力を調整することができる。
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【００３０】
　本発明は、発泡ウレタンの層を二つ含む二重層構造である場合、二重層は、ポリエーテ
ル系乾式発泡ウレタン‐ポリエーテル系湿式発泡ウレタン、ポリエーテル系乾式発泡ウレ
タン‐ポリエーテル系乾式発泡ウレタン、ポリエーテル系湿式発泡ウレタン‐ポリエーテ
ル系湿式発泡ウレタン、ポリエーテル系湿式発泡ウレタン‐ポリエーテル系乾式発泡ウレ
タンであってよく、前記類型に不織布層が一つ以上さらに含まれてよい。
【００３１】
　本発明の一側面による化粧料組成物担体の層構造は、不織布層を含んでよい。本発明の
他の一側面において、不織布は、レーヨン、ポリエステル、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリ
エチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、シルク、竹繊維および綿（ｃ
ｏｔｔｏｎ）のうち一つ以上を含有してよい。このように、本発明の一側面による化粧料
組成物担体が、発泡ウレタン層とは構成成分が異なる不織布層をともに含むことにより、
化粧料組成物が十分に充填される充填能に優れ、化粧料組成物を長期間均質に担持する担
持能に優れ、化粧料組成物を取り出すときに適当量の化粧料組成物が排出される排出能が
高く、化粧料組成物を担持した後にも優れた耐久性を維持することができる。本発明のま
た他の一側面において、不織布層は、不織布重量全体を基準として５０～８０重量％のレ
ーヨンと２０～４０重量％のポリエステルを含んでよい。本発明のまた他の一側面におい
て、不織布層は、不織布重量全体を基準として７５～９５重量％の綿と５～２５重量％の
ポリエチレンとを含んでよい。
【００３２】
　本発明の一側面において、不織布層の不織布は、３０ｇ／ｍ２～１００ｇ／ｍ２、具体
的に６５～８０ｇ／ｍ２の重量を有してよい。不織布の重量が３０ｇ／ｍ２未満であると
不織布層の表面が均一でなく、１００ｇ／ｍ２を超過すると化粧料組成物の充填および排
出が容易でない場合があり得る。
【００３３】
　本発明の一側面において、前記不織布層の位置は特に限定されず、最外殻であってもよ
く、層間であってもよい。たとえば、不織布‐ポリエーテル系乾式発泡ウレタン、ポリエ
ーテル系乾式発泡ウレタン‐不織布、不織布‐ポリエーテル系湿式発泡ウレタン、ポリエ
ーテル系湿式発泡ウレタン‐不織布、不織布‐ポリエーテル系乾式発泡ウレタン‐不織布
、不織布‐ポリエーテル系湿式発泡ウレタン‐不織布、ポリエーテル系湿式発泡ウレタン
‐不織布‐ポリエーテル系湿式発泡ウレタン、ポリエーテル系湿式発泡ウレタン‐不織布
‐ポリエーテル系乾式発泡ウレタン、ポリエーテル系乾式発泡ウレタン‐不織布‐ポリエ
ーテル系湿式発泡ウレタン、および、ポリエーテル系乾式発泡ウレタン‐不織布‐ポリエ
ーテル系乾式発泡ウレタン等であってよい。
【００３４】
　本発明の一側面による化粧料組成物担体の層は、超音波、熱、バインダー（ｂｉｎｄｅ
ｒ）または接着剤で縫合されてよい。前記において、バインダーで縫合されるというのは
、バインダー製剤を溶かして均一に発泡ウレタン層の表面に分散することで層を結合させ
るボンディング縫合（Ｂｏｎｄｉｎｇ　ｓｅａｌｉｎｇ）を意味する。ボンディング縫合
は、人体に無害であり、かつ接着力に優れた粘着剤により多数個の異なるスポンジを接合
する方法である。前記において、超音波縫合とは、超音波を利用して複数の異なるスポン
ジの接続部位に走査して粘着する方法である。
【００３５】
　一方、一般的に、層間縫合は、発泡ウレタン層の表面を溶かして一体化させる方法を使
用してよい。そこで、本発明の一側面による化粧料組成物担体は、最上層と最下層の構成
成分を同一にし、最上層と最下層の周縁部を超音波、熱、バインダーまたは接着剤で縫合
することにより、層構造における層を互いに結合させてよい。すなわち、本発明の一側面
は、２つ以上、具体的に３つ以上の層を含む化粧料組成物担体を提供する。本発明の他の
一側面は、最上層と最下層は不織布層であり、その間の中間層は発泡ウレタン層または不
織布層である、層構造の化粧料組成物担体を提供する。本発明のまた他の一側面は、最上
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層と最下層が乾式発泡ウレタン層または湿式発泡ウレタン層である化粧料組成物担体を提
供する。このような化粧料組成物担体は、周縁部のみを縫合するので、縫合方法によって
化粧料組成物が影響を受けず、縫合方法による、皮膚に及ぼす影響を取り除くことができ
る。
【００３６】
　本発明の一側面による化粧料組成物担体に適用され得る化粧料組成物は、液相であって
よい。化粧料組成物が固相である場合に比べ、液相である場合は、携帯および保管が困難
な傾向が高いが、本発明の一側面による化粧料組成物担体を利用する場合、液相である化
粧料組成物も安定かつ安全に保管および携帯することができるという点において好ましい
。本発明の他の一側面において、化粧料組成物の剤形は、溶液、エマルジョンまたは懸濁
液を含むが、これらに限定されるものではない。
【００３７】
　本発明の一側面による化粧料組成物担体に適用され得る化粧料組成物は、乳化型組成物
、具体的に、油中水（Ｗ／Ｏ）型または水中油（Ｏ／Ｗ）型組成物であってよい。
【００３８】
　本発明の一側面において、乳化型化粧料組成物は、低い粘度を有してよく、具体的に５
，０００～１５，０００ｃｐｓ（Ｃｅｎｔｉ　Ｐｏｉｓｅ）、より具体的に６，０００～
１０，０００ｃｐｓの粘度を有してよい。乳化型化粧料組成物の粘度が５，０００ｃｐｓ
未満であると、乳化型化粧料組成物を製造した直後に油相と水相の分離が起こるため、ウ
レタンフォームに均一に含浸させることが困難であり得、粘度が１５，０００ｃｐｓを超
過すると、皮膚に塗布した際に粘り付いて重い使用感を示すため、使用がはばかられ得る
。
【００３９】
　本発明の一側面において、前記粘度の測定機器は、ＬＶＤＶII＋　ＰＲＯであって、ス
ピンドルＮＯ．６３、スピンドル速度５ＲＰＭで測定してよい。
【００４０】
　本発明の一側面による化粧料組成物は、たとえば、メイクアッププライマー、メイクア
ップベース、液相または固相ファンデーション、コンシーラー、リップスティック、リッ
プグロス、パウダー、リップライナー、アイブロウ、アイシャドウ、ブラッシャー（ｂｌ
ｕｓｈｅｒ）、ツインケーキ、紫外線遮断剤、ローション、クリームまたはエッセンス等
に製剤化されてよいが、これらに限定されるものではない。
【００４１】
　本発明の一側面は、化粧料組成物を含有した前記化粧料組成物担体を含む化粧品を提供
する。前記化粧品は、化粧料組成物を本発明の一側面による化粧料組成物担体に適用する
ことにより、化粧料組成物が十分に充填され、化粧料組成物を長期間均質に担持すること
ができ、化粧料組成物を取り出すときに適当量の化粧料組成物が排出されると同時に、長
期間優れた耐久性を維持することができる。本発明の他の一側面による化粧品は、化粧料
組成物担体を収納し得る下部および鏡等が取り付けられ得る蓋の上部を含む容器、一般的
に、簡略に「パクト」と呼ばれる化粧品用容器で提供されてよい。
【００４２】
　以下、実施例、参考例および実験例を挙げつつ、本発明の構成および効果についてより
具体的に説明する。しかし、以下の実施例、参考例および実験例は、本発明の理解を助け
るための例示の目的としてのみ提供されたものであり、本発明の範囲および範囲がそれら
によって限定されるものではない。
【００４３】
　［製造例］Ｗ／Ｏ型乳化組成物の製造
　当業界における通常的な方法で、Ｗ／Ｏ乳化型化粧料組成物を製造した。製造された化
粧料組成物の粘度は、７，３３８ｃｐｓであった。
【００４４】
　［実施例］化粧料組成物担体の製造および評価
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　ポリエーテル系乾式発泡ウレタン、ポリエーテル系湿式発泡ウレタン、７０％のレーヨ
ンと３０％のポリエステルで製造した不織布、８５％の綿と１５％のポリエチレンで製造
した不織布を利用して、乾式発泡ウレタン層、湿式発泡ウレタン層または不織布層をそれ
ぞれ製造した。これらを縫合させて化粧料組成物担体を製造した後、担体に前記製造例に
おいて製造した化粧料組成物を担持させた。その後、化粧料組成物を担持した担体につい
て、化粧料組成物が十分に充填されているかどうか（充填能）、担体が化粧料組成物を長
期間均質に担持するかどうか（担持能）、担体から化粧料組成物を取り出そうとしたとき
に適当量が排出されるかどうか（排出能）、および化粧料組成物担持後の担体の耐久性に
ついて評価した。なお、実施例５および６は、本発明に含まれない。
【００４５】
　充填能（充填力）は、化粧料１５ｇが充填される時間で測定し、排出能（排出力）は、
担持体に担持された化粧料を、パフを使用して１回の塗布時に取り出される化粧料の量を
測定した。担持能（担持力）は、化粧料１５ｇを充填して、フォームが保有している化粧
料の量を測定した。また、縫合方法において、ボンディング縫合は、人体に無害で、かつ
接着性に優れた粘着剤であって、２つの異なるスポンジを接合する方法である。前記にお
いて、超音波縫合は、超音波を利用して、２つの異なるスポンジの連結部位に走査して粘
着する方法である。
【００４６】
　製造した化粧料組成物担体の特性および各評価結果を、下記表に整理した。
【００４７】
【表１】

【００４８】
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【表２】

【００４９】
【表３】

【００５０】
　以上に示されたところのように、化粧料組成物担体の各層の構成成分が異なる（湿式発
泡ウレタン、乾式発泡ウレタンまたは不織布）、および、各層の発泡ウレタンのポアサイ
ズが異なる場合、担体に化粧料組成物が十分に充填され、担体が化粧料組成物を長期間均
質に担持することができ、担体から適当量の化粧料組成物が排出され、化粧料組成物担持
後の担体の耐久性に優れていた。
【００５１】
　［実験例１］発泡ウレタンのポア数による、担体の能力評価
　実施例と実質的に同一の方法で発泡ウレタン層を含む層構造の化粧料組成物担体を製造
するが、ポリエーテル系湿式発泡ウレタン（ルビーセル、テクノポーラス(登録商標)）で
上層を製造し、ポア数が異なる乾式発泡ウレタンで下層を製造した後、それぞれの担体に
製造例の化粧料組成物を担持し、その効果を評価した。
【００５２】
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【表４】

【００５３】
　前記結果から見られるように、下層の乾式発泡ウレタンの１インチあたりのポア数がよ
り多い実施例７の化粧料組成物担体が、より優れた効果を示している。
【００５４】
　［実験例２］発泡ウレタンの類型および層厚による、担体の能力評価
　実施例と実質的に同一の方法で発泡ウレタン層を含む層構造の化粧料組成物担体を製造
するが、ポア数が９５ｐｐｉ（ｐｏｒｅ　ｐｅｒ　ｉｎｃｈ）の網状構造のポリエーテル
系発泡ウレタンで下層を製造し、構成成分および厚みを異ならせて上層を製造した後、そ
れぞれの担体に製造例の化粧料組成物を担持し、その効果を評価した。
【００５５】
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【表５】

【００５６】
　前記結果から見られるように、上層の発泡ウレタンの類型、１インチあたりのポア数、
または厚みを調節することにより、化粧料組成物担体の効果が変わる。
【００５７】
　［実験例３］発泡ウレタンのポアサイズによる、担体の能力評価
　実施例と実質的に同一の方法で発泡ウレタン層を含む層構造の化粧料組成物担体を製造
するが、ポリエーテル系湿式発泡ウレタン（ルビーセル、テクノポーラス(登録商標)）ま
たはポアサイズを大幅に調節したポリエーテル系湿式発泡ウレタン（テクノポーラス(登
録商標)）で上層を製造し、乾式発泡ウレタンで下層を製造して、それぞれの担体に製造
例の化粧料組成物を担持し、その効果を評価した。
【００５８】
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【表６】

【００５９】
　前記結果から見られるように、上層の発泡ウレタンのポアサイズを増加させると、発泡
ウレタン層を含む層構造を有する化粧料組成物担体の効果もまた高くなる。
【００６０】
　［実験例４］発泡ウレタン層の厚みによる、担体の能力評価
　実施例と実質的に同一の方法で発泡ウレタン層を含む層構造の化粧料組成物担体を製造
するが、乾式発泡ウレタンで下層を製造し、ポアサイズを大幅に調節したポリエーテル系
湿式発泡ウレタン（テクノポーラス(登録商標)）で異なる厚みを有するように上層を製造
した後、それぞれの担体に製造例の化粧料組成物を担持し、その効果を評価した。
【００６１】
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【表７】

【００６２】
　表１～７において、◎は非常によい、○は良い、△は普通、そして、×は悪い、をそれ
ぞれ意味する。
【００６３】
　前記結果から見られるように、上層ポリエーテル系湿式発泡ウレタン層の厚みを１～１
．５ｍｍとした実施例１１および実施例１２が、上層のポリエーテル系湿式発泡ウレタン
層の厚みを２～２．５ｍｍとした実施例７、実施例９および実施例１０よりも優れた排出
能を示した。このことを基に、発泡ウレタン上層の厚み調節を通じて、本願発明に係る化
粧料組成物担体の性能を向上させられることが分かる。
【００６４】
　［実験例５］発泡ウレタン層の性質による、担体の能力評価
　実施例と実質的に同一の方法で発泡ウレタン層を含む層構造の化粧料組成物担体を製造
するが、ポリエーテル系発泡ウレタンを発泡後にスライスして、５ｍｍ厚のスポンジを熱
プレス工程により２．５倍圧縮して上層を製造し、担体に製造例の化粧料組成物を担持し
、その効果を評価した。
【００６５】
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【表８】

【００６６】
　［実験例６］均一な排出程度についての評価
　ポリエーテル系発泡ウレタン単一層からなる化粧料組成物担体を製造して比較例とし、
ポリエーテル系発泡ウレタンの二重層からなる化粧料組成物担体として前記実施例９を使
用した。比較例と実施例９および実施例１３に製造例のＷ／Ｏ乳化型化粧料組成物を担持
させた後に容器に入れ、化粧料組成物を排出させてその回数に基づく排出程度を評価した
。その結果を下記表および図１に示した。下記において、排出程度とは、担持させた化粧
料組成物全体を１としたときの、各排出回数に排出される排出量を示したものである。
【００６７】
　下記表９において、ペイオフ回数は、担体から化粧料組成物を取り出した回数を意味し
、初期はペイオフ回数１～２５回、中期は３５ないし５５回、後期は６５ないし８５回で
ある。
【００６８】
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【００６９】
　前記結果から見られるように、本発明の一側面による層構造を含む化粧料組成物担体は
、従前の単一層の化粧料組成物担体に比べて、長い期間均一に化粧料組成物を排出するた
め、使用の際、長期間一定の量の化粧料組成物を取り出すことを可能にする。

【図１】
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